
◆　ＩＴ社会の電磁波利用状況と障害状況（案）

現在の障害、電波利用状況をまとめ、今後、ＩＴＢＳでコンセプトをまとめるための方向性を決定する。
　また、本資料は最終的にはより簡易なものとし、「営業展開」時にＩＴＢＳの必要性を提案するための営業用資料とする。
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※今後、予想される「障害」を記入

ＩＴ社会の集合住宅で予想される「障害」

①構造物に最低限必要な金属部材の機能ごとの電気的独立性を確保
③電磁波の干渉、乱反射を抑制するために電磁波シールド材、電波吸収
体を適切に配置
④伝導ノイズを抑制するために配置、寸法を適切に配置
→「不要電磁波」「コロナ放電ノイズ」「火花ノイズ」「放電ノイズ」
の電気・電子機器に与える影響を防止

①構造物に最低限必要な金属部材の機能ごとの電気的独立性を確保
②構造物に最低限必要な金属部材以外の金属・導電体を絶縁化・非磁性
化する
→「干渉」「高調波」を解消

①構造物に最低限必要な金属部材の機能ごとの電気的独立性を確保
③電磁波の干渉、乱反射を抑制するために電磁波シールド材、電波吸収
体を適切に配置
④伝導ノイズを抑制するために配置、寸法を適切に配置
→「不要電磁波」「パルスノイズ」「高調波」の電気・電子機器に与え
る影響を防止

①構造物に最低限必要な金属部材の機能ごとの電気的独立性を確保
②構造物に最低限必要な金属部材以外の金属・導電体を絶縁化・非磁性
化する
⑤静電気放電を抑制するための部材選定、接地を適切に行う
→「雷放電」「雷サージ」「静電気」の影響を抑制

※今後、予想される「障害」に対する「要求機能」を記入

ＩＴＢＳの技術

現在の障害の周波数帯 今後予想されるの障害の周波数帯
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